
対　象 会　場

参加費

無料

ボランティア活動に

興味がある方

あるいは

ボランティア活動を

行っている方 30人

先着 新潟市

生涯学習センター

中央区礎町通３ノ町２０８６番地

クロスパルにいがた内

1

２

講師はZoomでの遠隔講義（受講者は会場）

申 込 方 法

３月４日（水）午前10時～12時30分

「よきこと」をつむぐ、「よき存在」になる

　ー ボランティアがつくる「よき社会」ー　　　　　　　　

右の二次元コードを読み取り、

新潟市オンライン申請システム「e-NIIGATA」より

お申し込みください。

※申込み後、一週間以内に生涯学習センターより返信いたします。

３月18日（水）午前10時～12時

　生涯学習ボランティアによる活動発表 ・ 情報交換

クロスパル★サポーターズ/生涯学習ボランティアバンク登録者

　　三宮　源　さん

自分の知識や経験､特技を活かし、

たくさんの人の

　　　　　　　　役に立ちたい！

自分の知識や経験､特技を活かし、

たくさんの人の

　　　　　　　　役に立ちたい！

ボランティアとして

地域に貢献したい！

ボランティアとして

地域に貢献したい！

令和７年度　新潟市生涯学習センター主催事業

主催・問合せ：新潟市生涯学習センター

住所：新潟市中央区礎町通３ノ町２０８６番地　クロスパルにいがた内　電話：025-224-2088

生涯学習

  ボランティア

　　　　　     講座

生涯学習

  ボランティア

　　　　　     講座

生涯学習ボランティアバンク登録団体　マジックワールド

　　小林　栄子  さん

全２回全２回

発表者

「生涯学習」「社会教育」の基礎知識や

実際に活動しているボランティアの活動例から、

よりよい地域のためにできることを一緒に考えて

みませんか？

「生涯学習」「社会教育」の基礎知識や

実際に活動しているボランティアの活動例から、

よりよい地域のためにできることを一緒に考えて

みませんか？

牧野　篤　さん
・大正大学　地域創生学部　教授

・東京大学　名誉教授 

受付開始

２月18日（水）

午前９時～



●講師紹介

大正大学　地域創生学部　教授／東京大学　名誉教授 牧野 篤さん

●ボランティアに興味がある方へ

生涯学習ボランティアバンク

生涯学習センターの講座の資料作りや運営のお手伝い、環境整備などの活動のほかに、「事業班」「パソ

コン班」「広報班」の３つの班に分かれて自主的な活動をしています。

　「事業班」　　…市民向け講座の企画および運営  など

　「パソコン班」…市民向けパソコン講座「パソコン若葉」を企画運営、サポート  など

　「広報班」　　…クロスパルにいがたの広報紙「魅力発信！クロスパル」の発行  など

これまでの知識や経験を活かし、「誰かの役に立ちたい」と考えている個人やグループが登録しています。

指導者や支援者をお探しの市民のみなさん（主に自治会や学校、福祉施設など）からの依頼内容に応じて、

生涯学習センターがボランティアをご紹介し、マッチングをお手伝いします。

楽器演奏やマジック、体操指導など、みなさんの特技や知識を活かして地域活動に貢献しませんか？

クロスパル★サポーターズ (クロスパルにいがたを拠点に活動しているボランティア）

【会場・お問い合わせ先】 

新潟市教育委員会 生涯学習センター(クロスパルにいがた内)

 〒951-8055 新潟市中央区礎町通 3 ノ町 2086 番地

電話：025-224-2088　FAX：025-223-4572　メール：crosspal@city.niigata.lg.jp 

※電話でのお問い合わせは、平日９時～１７時の間にお願いします。

【交通案内】

◆徒歩…JR 新潟駅万代広場より20分程度 

◆バス…古町方面行き 「礎町」または「本町」

　　　　下車徒歩３～５分 

◆車…駐車場29台（障がい者用１台含む） 

　　　１階案内・受付カウンターの機械処理で

　　　最初の 30 分無料。 以後 30 分ごとに 150 円。

　愛知県出身。名古屋大学大学院助教授・教授を経て、2008年から2025年ま

で東京大学大学院教育学研究科教授。定年退職後、現在、大正大学地域創生学

部教授。博士（教育学）。

　専門は中国近代教育思想、社会教育・生涯学習。日本のまちづくりや高齢化

と過疎化問題、中国・台湾のコミュニティ教育・少子高齢化問題などに取り組

む。

　著書は『人生100年時代の多世代共生――「学び」によるコミュニティの設

計と実装』（編著）（2020年）。『公民館はどう語られてきたのか――小さな

社会をたくさんつくる1』（2018年）、『公民館を再発明する――小さな社会

をたくさんつくる・3』（2024年）いずれも東京大学出版会ほか多数。


